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1. 政治的な思惑

出所：日銀短観,Bloomberg

りそな経済フラッシュ
（協調介入後のドル/円の下値を考える）

 日米協調介入によりドル/円は急落したものの、その後は下げ渋る展開となっている。
 今回の介入は急速な円安の是正が目的の為、当局が企業業績を毀損するほどの円高を望んでいないとすれば、152円程度がドル/円の一つの下値目途と予想。

今回の介入の背景は日米双方の政治的利害の一致と考えられる。

【日米双方の思惑】 【ドル/円と想定為替レート】

2. 152円台が一つの目途か

今回の介入は政治的な思惑を背景とした急速な円安の是正が目的。
企業の想定為替レートを踏まえると、152円台は当局が許容し得る一つ

の水準と予想する。
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ドル/円

全産業 152.57円
製造業 152.25円
非製造業 153.58円
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